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人 @ | 朝日 遺 蹴 ( 愛 知 県 清須 市 ) 錯 ら . 土 田 遺 蹴 (愛知 県 清須 市 ) 借 3. 山 

中 遺跡 (愛知 県 一 宮 市 ) 念 4. 北 川田 遺 跡 (愛知 県 一 宮 市 ) @5. 八 王子 
遺 貴 ( 愛 知 県 一 宮 市 ) 念 6. 西 上 免 遺 詠 (愛知 県 一 宮 市 ) 念 7. 北 道 手 遺 

蹴 (愛知 県 一 宮 市 ) 人 8. 高 蔵 遺 跡 (愛知 県 名 古屋 市 熱田 区 ) 

本 展覧 会 に 関連 する 遺跡 の 所 在 地 

画 山中 遺 中 (愛知 県 一 宮 市 ) 
弥生 時 代 の 遺跡 が 集中 する 萩原 地区 の 北側 に 

位置 する 遺跡 で す 。 弥 生 時 代 後期 の [山中 式 ] 寺 
器 の 標 式 遺跡 と な っ て お り 、 パ レス ・ ス タイ ル の 需 、 

礁 台 な ど が まとまっ て 出土 し て いま す 。 

  

山中 遺跡 の 土器 写真 : 一 宮 市 博物 館 

に し じょう めん 

画 西 上 免 遺跡 (愛知 県 一 宮 市 ) 

東海 北 際 目 動車 道 の 建 設 に 伴っ て 発 握 調 査 が 

行わ れ 、 古 墳 時 代 初期 の 前 方 後方 墳 、 墳丘 華 が 見 

つか り ま し た 。 前 方 後方 墳 よ 墳 長 約 40m、 周 潮 か 

ら は 3 世紀 の 赤 彩 土器 、S 字 発 な ど が 出土 し まし た 。 

  

前 方 後方 墳 と 周 溝 か ら 出土 し た 土器 
写真 : 愛 知 県 埋蔵 文化 財 セ ンタ ー 

画 八王子 遺跡 (愛知 県 一 宮 市 ) 
尾張 北部 の 拠点 的 な 弥生 集落 で す 。 逆さ に 埋 

め られ た 負 鍵 が 出土 し た ほか 、 弥生 時 代 終末 期 に 

は 大 溝 に 接し て 井 が 設け られ 、 多量 の 土 疾 、 木 

製品 、 鋼鉄 、 ガラ ス 小 玉 な ど 、 水辺 の 祭 礼 に 関わ る 

半 了 が り 上 し まし た 。    
井 泉 と 隣接 する 大 溝 か ら 出 土 し た 土器 
写真 : 愛 知 県 埋蔵 文化 時 セ ンタ ー 

  

凡例 

・ 本 書 は 2021 年 4 月 24 日 か ら 6 月 27 日 まで 、 あ いち 朝日 遺跡 ミュ ー 

ジア ム で 開催 する 企画 展 |「 パ レス ・ ス タイ ル - 赤 の 土器 -」 の 展示 

パン フレ ッ ト で ある 。 

・ 本 書 の 構成 と 実際 の 展示 構成 と は 異な る 部 分 が ある 。 

・ 本 書 の 時 期 区 分 は 、 弥生 時 代 後 期 一 2c) 、 終末 期 (2 一 3c) 、 

古墳 時 代 前 期 (3 一 4c) と する 。 

・ 掲 載 資料 の うち 重要 文化 時 に は 、「 〇 」 を 付 し て いる 。 

・ 本 書 の 執筆 ・ 編 集 は 原田 幹 が 行っ た 。 

・ ロー 下記 の 機関 ・ 個 人 か ら 協 力 を 得 た 。 

県 埋蔵 文化 財 セ ンタ ー、 愛知 県 埋蔵 文化 財 調査 セン ター、 

人 城 ヶ 谷 和宏 、 瀧 は る 香 、 堀 木 真美 子 

企画 展 

| パレ ス ・ ス タイ ル - 赤 の 土器 - 」 

  

編集 ・ 発 行 あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 

AICHI ASAHI 2021( 令 和 3) 年 4 月 24 日 
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い 弥 生 時 代 を 彩っ た 

馬 電 赤 と 白 の コン トラ スト 
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パ バ パレス: スタ イル 一 赤 の 土器 一 
朝日 遺跡 (愛知 県 清須 市 ・ 名 古屋 市 西区 ) の 出土 
品 の 中 で も ひと きわ 日 を 引く の が 、 赤 く 彩 色 さ れ た 赤 彩 
土器 で す 。 この 土器 は 、「 パ レス ・ ス タイ ル 土 器 ] と も 呼 状 

ば れ て いま す 。 弥生 時 代 後 期 か ら 古 墳 時 代 前 期 に か 

文 

恒
 

藻 油
 

必
 

党 

   

    

   

    

け て 、 尾張 地域 を 中 心 に 流行 し 、 や が て 初期 の 古墳 

と と も に 、 全国 へ と 広がっ て いき まし た 。       
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お う せ ん も ん 

凹 線 文 を る て 

| の ー ーーSo こ っ 1 
マク 所 は ュ = ii 

赤 彩 帯 円 形 赤 彩 文 
  

〇 朝日 遺跡 の パレ ス ・ ス タイ ル 土 器 左 か ら 坦 ・ 吉 ・ 高 款 ・ 台 付 乾 
【 弥 生後 期 / 本 館 蔵 】 

画 車 要 文 化 財 朝日 遺跡 出土 品 

重要 文化 財 に 指定 され た 2028 点 の 内 、 パ レス ・ ス タイ ル 土 器 ( 赤 彩 土器 ) は 、60 点 を 

数 えま す 。 朝 日 遺跡 の 資料 は 、 器 種 ・ 装 飾 が 多様 性 に 富み 、 た い へ ん 良い 状態 で 埋 

蔵 さ れん て いま し た 。 ま さ に 弥生 美術 を 代表 する 造形 品 と いえ る で し ょ う 。 

終 行 線 文 
直線 文 

くし が きも ん 

構 描 文 に よる 文様 帯 

  

ーー 。。 ー 計 記 斉 パレ スス タイ ル I の 由来 
| S (77 ) 「 パ レス ・ ス タイ ル 」 と いう 名 称 は 、 ギ リ シ ャ ・ ク レタ 島 の ク 

フッ ソス 宮 膝 か ら 出土 し た 陶器 に 由来 し ます 。 考 古 学者 

赤 彩 帯 
浜田 耕作 (1881 一 1938) が 、 最 初 に この 名 称 を 用 いた と 

され て いま す 。 

弄 バレ スス タイ ル 土 器 の 特徴 

・ 赤い 顔料 を 塗布 し た 赤 彩 帯 。 電 の 場 
合 は 、 口 縁 内 面 、 口 縁 外面 、 体 部 下 半 

に 赤 彩 を 施す も の が 多く み ら れ ます 。 

| …‥ ・ か の 尾 中 熱 田 貝 塚 の 出土 品 や 、 最近 近江 滋賀 

村 の 大 津 宮寺 で 発見 せら れ た も の ヽ 如 き は 、 か の 希 臓 ク 

リー ト 土器 中 、 ク ノ ソ ス の 遺品 が 特に 清 大 で 「 パ レー ス 」 式 
リュ 。 ー 、 の 〇 赤 彩 電 の 実測 図 高 蔵 遺 中 

と ば る 如く 、 嗣 生 式 土器 中 の 「 パ レー ス 」 式 と 稲 し 度 ( 知 県 名 古屋 市 田 熱 田 区 ) 

    

有 位 の 優品 で ある 。」 - [東京 国立 博物 館 蔵 / 較 愛知 県 史 資 料 編 2] 
・ 白 っ ぽい 地肌 の 上 に 配置 され た 級 窒 浜田 耕作 1929| 日 本 の 古代 土器 ]「 史 前 学 雑誌 』 第 1 巻 

な 文様 帯 。 喜 で は 、 体 部 上 半 、 口 縁 内 第 4 号 

面 の 外側 に 文様 が 施さ れ ま す 。 

・ 赤 色 が 施さ れる 部 分 と 地肌 の 白 さ を 

残す 部 分 が 交互 に 配置 され 、 赤 と 白 い 人 田 区 の 高 威 骨 短 で すう 。 こ の 宰 は 末 京 国立 
の コン トス され てい ます ト Ne 館 の 所 蔵 で 、 国 の 重要 文化 財 に 指定 され て いま す 。 弥 

5 G 毒 朝日 遺 中 き を 代 髪 品 で 、 こ の 土器 を モデ = カプ | ”【[ 和 生後 期 ン 本 館 華 生 土 器 を 代表 する 優品 で 、 こ の 土器 を モデ ル と し た カプ 上 の 資料 を も と に し た フィ ギア 

セル トイ の フィ ギア も 作ら れ て いま す 。 
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バ パレス: スタ イル 土器 の 形 

   
   
    

北川 四 遺 中 (愛知 県 一 宮 市 ) 
[弥生 後期 ノ 一 宮 市 博物 館 蔵 】 

土田 遺 中 (愛知 県 清須 市 ) 
[弥生 終 未 期 ノ 愛知 県 埋蔵 文化 財 調査 セン ター 蔵 】 

  

吉 西 上 免 遺 貴 (愛知 県 一 宮 市 ) 
[古墳 前 期 ノ 一 宮 市 博物 館 蔵 】   

吉 朝日 遺 貴 
【 弥 生後 期 ノ 本館 蔵 】 

   
   

吉 土田 遺 蹴 (愛知 県 清須 市 ) 
【 弥 生 終末 期 愛 知 県 埋蔵 文化 財 調査 セン ター 蔵 】 

吉 西 上 免 遺跡 (愛知 県 一 宮 市 ) 
【 古 墳 前 期 一 宮 市 博物 館 蔵 】   

G 高 二 朝日 遺 中 
[弥生 後期 本 館 蔵 】 

〇 G 高 二 朝日 遺 貴 
【 弥 生後 期 / 本 館 蔵 】 

〇 喜 朝日 遺 蹴 
【 弥 生後 期 / 本 館 蔵 】 

  

G 鉢 と 善 朝日 遺 中 
[弥生 後期 本館 蔵 】 

素 八王子 遺跡 (愛知 県 一 宮 市 ) 
[弥生 後期 ノ 一 宮 市 博物 館 蔵 】 

〇 台 付 束 朝日 遺 貴 
【 弥 生後 期 / 本 館 蔵 】 

[ パレ ス ・ ス タイ ル 」 と 呼ば れる 赤 彩 土器 。 弥 生 時 代 後 期 に は 、 電 だ け で な 

く 、 高 者 、 ブ ラン デー グラ ス の よう な 形 を し た 柳 形 の 高 未 、 器 台 、 鉢 、 小 型 の 電 

な ど 、 多 様 な 器 種 が み ら れ ます 。 弥 生 時 代 終末 期 以 降 、 赤 彩 に よる 装 人 節 は 、 

吉 に 限ら れる よう に な っ て いき まし た 。 

柳 ヶ 坪 型 吉 
や な が つぼ が た つぼ 

「 柳 ヶ 坪 型 夫 」 は 、 愛 知 県 東海 市 の 柳 ヶ 坪 遺 跡 の 発 撮 調 査 
で 出土 し た 古墳 時 代 前 期 の 奏 形 土器 に 付け られ た 名 称 で 
す 。 有 段 口 縁 の 内 外面 の 羽 状 刺 突 文 、 下 膨れ の ゆっ た り と し 
た 体 部 、 体 部 上 半 に 配置 され た 樹 描 の 文様 帯 な ど 、 同 時 期 
の パレ ス ・ ス タイ ル 境 と よく 似 た 点 も あり ます 。 し か し 、 赤 彩 を 施 
き な い こと 、 波 状 文 が 用 いら れ て いる こと 、 底 部 に 木葉 痕 が み 
られ る こと な ど 、 こ の 時 期 の パレ ス ・ ス タイ ル 需 と は 異な る 点 も 多 

く 、 別 系 統 の 土器 と 考え られ ます 。 

  
〇 吉朝 日 遺 貴 

【 弥 生後 期 / 本 館 蔵 】



楓 揚 刺 突 に よる 施 文 

ィ ン ン クン ン クン ン ン ン ン ンー ュー ュ で ュ 

      
      
      
      
      

        

  
      
      
      
      
    

    

ィ ン ン ンク ンク ン ン ン ン ンー て ュー ュ で ュ 

  

      
      
      
      
      

ペー ドラ 箕 ッ 有 ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ブー ヘル ブン ブン の 
      
      
      
      
      

の の の 2 の の 2 の の 2 2 の の の Z の グ Z の 2 2 2 の 2 の 222 の 2 2 2 の 2 の の 2 の 2 2 の 2 の の 2 の の Z の ググ Z の 2 グ の 

楠 指 に よる 多彩 な 文様 パタ ー ン 
ち み つ 

鮮やか な 赤色 に 目 が 行き が ち で す が 、 衝 
な 概 才 文 も パレ ス ・ ス タイ ル 土 器 の 魅力 の ひと 

つ で す 。 体 部 上 半 は 、 直 線 文 と 波状 文 作 行 
線 文 ・ 山 形 文 な ど を 組み 合わ せ て 装 節 され ま 

W 影 す 。 大 きく 広がる 口 緑 に は 、 羽 状 の 刺 突 文 を 

末 上 と の 表 人 朝日 疲 icX 作 205LC2 22 人 02 
【 弥 生 終 未 期 ノ 本 館 蔵 】 ン は 、 時 期 に よっ て も 変化 し て いき まし た 。 

     
赤 彩 に よる 装飾 

と 人 - ニン 
     

      
毒 朝日 遺 中 ー G 高 末 朝 日 遺 中 
[弥生 後期 ノ 本 館 蔵 】 [弥生 後期 ノ 本 館 蔵 】     

    
    

G 専 朝日 中 高 拓 朝日 跡 
【 弥 生後 期 / 本 館 蔵 】 【 弥 生後 期 / 本 館 蔵 】 

通常 赤 彩 は 、 一 定 の 範囲 を 塗り つぶ す よう に 塗布 きれ ます が 、 ま れ に それ 自体 を 文様 の よう に 描い た 
も の も 見 られ ます 。 斑点 、 公 玉 ( 滴 ) の よう な 形 を 配置 し た も の 、 ある い は 筆 の よう な も の で 睦 動 的 な 曲線 
を 一 気 に 描い た も の も あり ます 。 
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弥生 人 を 魅了 し た 赤 

  

〇 赤色 顔料 入っ て いた 吉 朝日 遺 貴 
【 弥 生 中 期 / 本 館 蔵 】 

   

  

水銀 朱 が 付着 し た 石本 人 王子 遺 中 (愛知 県 一 宮 市 ) 
[弥生 終 未 期 ノ 一 宮 市 博物 館 蔵 】 

弥生 時 代 終 末期 に は 、 水 銀 朱 が 付着 し た 
石 杵 、 朱 を 入れ た と み ら れ る 片口 鉢 や 胡 な ど 
が み ら れ ます 。 朱 を 用 いた 祭祀 が 行わ れ て い 
た よう で す 。 

  

〇 彩色 され た 橘 朝日 遺跡 
【 弥 生 中 期 / 本 館 蔵 】 

いにしえ の 人 々 に と っ て 赤色 は 、 身近 で ある と 

同時 に 特別 な 意味 を も っ た 色 だ っ た よう で す 。 

弥生 時 代 に 用 いら れ た 赤色 に は 、 ベ ン ガ ラ と 
水銀 朱 が あり まし た 。 土器 を 装飾 する 赤色 に 
は 、 主 に ベン ガラ が 使わ れ て いま し た 。 ベン ガ 

ラ は 、 酸 化 鉄 を 主 成分 と する 顔料 で 、 広い 地域 
で 比較 的 容易 に 入手 で きた よう で す 。 朝日 遺 中 
で は 、 ベ ン ガ ラ が 人 人 れ ら れ た 電 が いく つか 出土 

し て いま す 。 水銀 朱 は 産地 が 限ら れ 、 よ り 希 少 
な 顔料 で し た 。 弥生 時 代 終 未 期 に は 、 祭 礼 に 
関わ る とみ られ る 水銀 朱 が 付着 し た 土器 や 石 
礁 が 見 つか っ て いま す 。 

  
水銀 朱 が 付着 し た 鉢 北道 手 遺 中 (愛知 県 一 宮 市 ) 

【 弥 生 終 未 期 ノ 一 宮 市 博物 館 蔵 】 

木製 品 に も 赤く 彩色 され た も の が み ら れ 

ます 。 朝日 遺跡 で は 、 植 、 弓 、 鉢 、 怠 科 な 
ど に 赤 彩 が 施さ きれ て いま し た 。 左 写真 の 

木製 棚 に は 、 赤色 で 氏 歯 状 の 装飾 が 描 
か れ て いま す 。


